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研究成果の概要（和文）： 

 

近年、絵本研究は進んだが、国際比較研究は未だ十分とは言えない。そこで、「狐」「イソッ

プ寓話」という観点から、日本、イギリス、フランスの絵本を比較研究した。まず、各国のイ

ソップ寓話受容と絵本化の流れを確認し、狐が中心となっている話をめぐって、挿絵や絵本作

品を収集し、比較分析を行った。結果、イソップ寓話の受容は、各国の文化事情を反映して異

なっていることが分かった。日本では、外国からの文化導入に特徴が見出される。このように、

三ヶ国の挿絵や絵本には、その国情、文化、画家の個性が色濃く反映していることを確認した。 

   
研究成果の概要（英文）： 
 
Recently, the cross-national research cannot be said still enough though the picture 
book research wended. Then, the picture book of Japan, Britain, and France was 
comparing researched from the viewpoint "Fox" and "Aesop allegory". First of all, 
the Aesop allegory in each country receipt and the flow of making to the picture book 
were confirmed, the cut-in illustration and the picture book work were collected over 
the story that the fox was centered, and the comparison analysis was done. The receipt 
of the result and the Aesop allegory reflects cultural circumstances in each country 
and it has been understood to be different. The feature is found to a cultural 
introduction from the foreign country in Japan. Thus, it was confirmed to the cut-in 
illustration and the picture book in three countries to reflect the conditions of 
a country, culture, and painter's individuality dark. 
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科学研究費補助金研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 

近年、絵本研究が進む中で、国際比較研究

は未だ十分とは言えない。梅花女子大学では

児童文学の研究・教育を行ってきた児童文学

科に、絵本に関心を持つ研究者が英語圏（イ

ギリス）、仏語圏（フランス）、日本（近代以

前）におり、これまでもイソップ寓話を素材

とした挿絵を持つ作品や絵本に関心を寄せ

ていた。互いの情報交換の中で、今回の研究

を開始することとした。 

 
２．研究の目的 

近年、絵本研究が進む中で、国際比較研究

は未だ十分とは言えない。そこで日本、イギ

リス、フランスの絵本を比較研究することを

目的とした。 

 
３．研究の方法 
共通する観点として「狐」「イソップ寓話」

を取り上げることとした。各国のイソップ寓
話受容と絵本化の流れを確認し、狐が中心と
なっている話（「狐と烏」「狐と鶴」「井戸に
落ちた狐」「狐と獅子と狼」）をめぐって、挿
絵や絵本作品を収集し、比較分析をする方法
を取った。資料収集では、各国の図書館や書
店等での調査も行った。 
 

４．研究成果 

イソップ寓話の受容は、日本、イギリス、

フランスにおいて、各国の文化事情を反映し

て異なっていることが分かった。日本では、

室町末期と明治初期の２回の受容があり、前

者では、次第に日本的な物の考え方を踏まえ

た教訓解釈、日本的な擬人化などを含めた挿

絵の導入や絵本化が見られる。一方、明治以

降は外国、殊にイギリスからのテキストをそ

のまま翻訳し、英語教育の教材として多様に

出版されたが、明治後期、大正・昭和期には、

家庭読み物、絵本として、擬人化などに日本

的な表現を工夫していく作品が見られるよ

うになる。この過程の中で、外国からの文化

導入の日本的な特徴が見出される。 

一方、イギリスでは、イソップ寓話の受容

の中で、イギリス化して変貌させるのではな

く、受容の形を残す傾向が見られる。また、

教科書的に多くのイソップ寓話を収める構

成を持つテキスト、博物誌的な挿絵なども特

徴的である。フランスでは、ラ・フォンテー

ヌの訳文が定着すると現代まで文章は変化

せず、画家の個性を最大限に活かした挿絵や

絵本が今日まで、多様に描かれて来ている。 

このように、三ヶ国を限られた観点から比

較しただけでも、挿絵や絵本には、その国情、

文化と画家の個性が色濃く反映しているこ

とが確認された。また、日本的な表現や文化

の導入の仕方には、独自の傾向があることが

推定された。 
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